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編　集　後　記

　昭和57年4月から，本学部に新しく理学療法学科および作業療法学科が設けられ，それらの

両科の教官も着任され，研究分野もさらに広範囲となり，それだけ「紀要」の受けもつ収容分

野も拡大した。

　「紀要」発刊の当初からの編集方針として，投稿規約を遵守するなかに，執筆者各自の自由

な表現なり主張なりを尊重するという，一見矛盾するかのような方針を貫ぬいてきた。そのた

め，編集委員の方々は，それぞれの担当領域において，執筆者との意志の疎通や記述の調整に，

繁忙の中を尽力されたことは，並々ならぬ苦労であったことと思う。

昭和57年10月

紀要編集委員長

紀要編集委員
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